
寳
藏
論
に
現
捷
れ
れ
櫓
肇
の
思
想

口
藤

田

漢

山

第
三
章

本
際
虚
玄
品
第
三

本
章

に
於

て

は
、

主

こ
し
て
「
造

」
の
相

を
説

く
。
無

相

の
相

を
説

く

の

で
あ

る
。

此

の
章

の
初

め
は
、
大

膿
、

老
子

の
宇

宙
論

こ
そ
の
筆
法

を

一
に
し
て

ゐ

る
o

老
子

は

初

め
、
抽
象

的

に
は

=

一

三

の
数

字

を
示
し

、
次

に
具
膿

的

に
は
、

陰

陽

の
二
氣

を
示

し

て
ゐ

る
が
、
彼

も
殆

ご
之

ご
同

様

に
見
ら

れ

る
の

で

あ

る
o

「
一
生

レニ

ニ
爲
二妄

心
一」
(同
論
二
+
入
頁
、
右
、
上
)
は
、

フ

ィ

ヒ
ラ

の
非

我

の
定

立

の
場
合

に
も
比
す

べ
く
、
從

つ
て

フ

ィ

ヒ
プ
の
事

行

は
佛

駿
哲

學
・よ

り
見

れ
ば

な

ほ

一
の
業

に
す

ぎ

な

い
の

で
あ
ら
う
。

さ
れ

ば
臨
濟

録

は
、

こ
れ

を
逆

に
「
一
心
不
生

萬
法
無

レ答
」
ご
漱

へ
て
ゐ

る
。

プ

ロ
チ

ン
は
此

の
清

息
を
次

の
や

う

に
言

つ

て

ゐ
る
。
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實
藏
論
に
現
に
れ
六
曾
肇
の
思
想

七
六

「
以
レ知
レ
一
帥
分
爲
三

、
二
生
昌陰
陽
一、
陰
陽
爲
一動

静
一也
、
以
レ陽
爲
レ清
以
陰

爲
F濁
、
故
清
氣
内
虚

爲
レ心
濁
氣
外
凝

爲
レ色
、
即
有
=心
色

二
塗

、
心
慮
=於
陽
一、
陽
癒
二於
動
一、
色
慮
昌
於
陰
一、
陰
慮
　
於
静
一、
離
即
乃
與
昌玄
牝
}相
通
、

天
地
交
合
故
、
所
謂

帽
切
衆
生
、
皆
票

陰

陽
虚
氣
一而
生
、
」
(同
論
二
+
入
頁
右
、
上
)
ご
。

是
れ
、
老
荘

一
涙
の
宇
宙
観

の
説
明
ε
酷
似
し
て
ゐ
る
が
、
「
清
氣
内
虚
爲
レ心
、
濁
氣
外
凝
爲
レ色

、」
の
考
は
、

心

物

の
別
を
純
粋
経
験

の
緊
張

ご
弛
緩

ご
の
方
向
差
に
依
る
ご
見

る
ベ
ル
グ

ソ
ン
の
物
心
観
を
想
起
せ
し
む

る
も
の
が

あ

る
。
ま
た
「
與
=玄
牝
噛相
通

、」
の
玄
牝

は
列
子

の
宇
宙
論
に
も
見
ゆ
る
所
、
試
み
に
、
列
子
の
玄
牝

の
説
を
見

る
に
、

彼

に
よ
れ
ば
、
天
地
萬
物
は
縁

に
随

つ
て
起

鋲
、
鍵
化
無
窮

の
も
の
で
あ

る
が
、

こ
れ
を
生
す

る
も
の
は
、
無
始
無

終
の
自
存
的
存
在
、
老
子
の
所
謂
「
道
」
で
、
列
子
は
黄
帝
書
を
引

い
て
玄
牝

(谷
紳
)
ご
い
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
此

の
玄
牝
よ
り

一
の
段
階
を
假
定
し
て
有
形
の
天
地
萬
物

が
無
形
の
も
の
か
ら
生
れ
る
順
を
明
ら
か
に
し
て
ゐ
る
。
帥

ち
、
太
易
、
太
初
、
太
始
、
太
素

の
状
態
で
、

こ
れ
を
渾
倫

ビ
言

つ
て
、
次
に
陰
陽
分
れ
て
天
地
ご
な
り
人
間
を
生

す
、
萬
物
は
陰
陽

の
性
を
含
ん
で
化

々
生
滅
す

ε
い
ふ
の
で
あ

る
。

由

つ
て
次
に
彼
は
言

ふ
Q

「
是
以
由
レ
「
生
レニ
、

二
生
レ三
、

三
即
生
二萬
物
一」
(同
論
ご
+
入
頁
右
、
上
)

ε
。

こ
れ
老
子
の
辮
謹
ご
殆
ざ
同
じ
で
あ
る
。
老
子
は
之
を
「
道
徳
経
」
に
於
て

「
蓮
生
レ
一
.

一
生
ゲニ
、
二
生
」
ご
、
三
生
二萬
物
一、
」
(四
十
二
章
)
ご
い
つ
て
ゐ
る
Q
砿追
、

一
を
生
す
ご
は
無

極
よ
り
太



極
を
生
す

る
事
、

一
、
ご
を
生
す
ご
は
陰
陽
を
指
し
、
二
、
三
を
生
す
ご
は
天
地
人
の
三
を
言
ふ
の
で
あ
る
。
之
を

原
理
的
に
再
吟
味
す
れ
ば
、

一
を
生
す
ご
は
濁
立
自
存

の
根
本
實
在

(創
ら
れ
す
創
ら
ぬ
膚
然
)
が
、
差
別
界
の
根
基

ε
し
て
自
ら
を
定
置
す

る
事

で
あ
り
、
更
に
之
が
そ
の
内

に
、
作
用
的
契
機
ビ
樹
象
的
契
機

ε
を
定
置
す

る
事
が
二

を
生
す
る
所
以
で
あ
り
、
而
し
て
此
の
二
者
に
醤

し
て
自
ら
之
を
統

噌
す

る
原
理
ざ
し

て
立
つ
時
、
彼

の
二
者
に
笥

し
て
三
こ
な
る
の
で
あ
る
。
此

の
三
原

理
に
依

つ
て

一
切

の
相
型
界
が
現
前
す

る
ε
考

へ
ら
る
、
の
で
あ

る
。

一
切

の
名
相
、
分
別
乃
至
理
智
を
離
れ
て
心
の
本
膿
を
知

る
の
が
灘

の
(廣
く
言

へ
ば
宗
教

の
)
目
的
で
あ

る
か
ら
、

戒
し
む

べ
き
は
分
別

の
心
で
あ

る
。
故

に
「
心
生
　萬
慮
一、
色
起
㍉
禺
端
こ
(
同
論
二
+
八
頁
右
、
上
)
ご
説

い
て
ゐ
る
。
ま
た

曰
く「

妄
氣
澄
清
爲
難

色
界
一、
所
謂
心
也
、
澄
濁
現
爲
二色
界

所
謂
身
也
、
敷

海

墾

凸翁

欲
界

、
所
謂
塵
境

、」
(
同
論
二

十
入
頁
右
、
下
)
ピ
o
臨
濟

は
之
を

「
爾

一
念
心
。
貧
是
欲
界
、
爾

一
念
心
虞
是
色
界
、
禰

一
念
心
痴
是
無
色
界
、」
ε
説
明
し
て
ゐ
る
。

一
を
生
す
る
根
本
動

は
、
経
験

の
純

一
性
に
間
隙
を
輿

へ
る
第

一
原
理
ご
し
て
之
を
所
謂
根
本
無
名

に
比
す

る
事

が
出
來

る
。
N
切

の
相
野
的
乃
至
意
欲
的
事
象
は
、
そ
の
成
立
の
基
を
此

の
活
動
に
置
く
ご
い
ふ
事

が
出
來
る
。
從

つ

て
、

一
生
せ
ざ
れ
ば
無

爲
な
く

二
生
せ
ざ
れ
ば
有
爲

な
く
三
生
せ
ざ
れ
ば
三
界
な
し

と
彼
は
言

つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

然
し
、
三
界
な
し
ざ
い
ふ
の
は
、
三
界

に
實
禮

の
な

い
の
を
知

る
の
み
で
あ

つ
て
、
存
在

の
塞
滅

に
館
す

る
事
を
説

費
藏
論
に
硯
に
れ
六
曾
肇
の
思
想

七
七



寳
藏
論
に
現
に
れ
力
曾
肇
の
思
想

七
入

く
の
で
は
な
く
、
見
方
を
轄
換
す

る
に
過
ぎ
な
い
事
は
勿
論
で
あ
る
。
故

に

「
一
切
聖
人
修
レ蓮
断
・障
腱
二如
如
一也
」
(同
論
一手
八
頁
右
、
下
)
ご
説

い
て
ゐ
る
。

道
を
修
し
障
を
断
す
る
ご
は
、
轄
迷
開
悟
、
第

一
義
諦

へ
の
冥
合
、
心
性

の
徹
見

で
あ
る
。
臨
濟
は
之
を

コ

心

」既
無
解
㍊
脱
随
虚
こ
ご
言

つ
て
ゐ
る
o

'

我
を
忘
れ
、
萬
象
を
其
の
本
然

の
相

に
於
て
愛
し
見
る
。
我
の
意
識
を
塞
じ
元
る
が
故
に
萬
象

に

一
物
を
與

へ
す

減
せ
す
、
在

る
が
儘
を
映
し
見
る
。
如

々
の
蹉
験

で
あ

る
。
帥
ち
、
花
紅
柳
線

の
面
目
、
物

々
全
眞

個

々
顯
露

の
境

地
で
あ
る
。
法
華
経

に
は
之
を
「
一
佛
成
遊
し
て
法
界
を
見
れ
ば
草
木
國
土
悉
皆
成
佛
」
ご
言

つ
て
ゐ
る
。

意
識
の
内
容
若
し
く
は
醤
象

こ
な
る
も
の
は
、
分
別
界

の
も
の
で
あ
る
。

35
性

が
、
か

、
る
内
容
乃
至
資
象
界
に

屡

せ
ぬ
は
云
ふ
迄
も
無

い
。

心
性
の
徹
見

ε
云
ふ
も
、
從

つ
て
、
そ
れ
は
、
何
か
を
謹
し

.
何
物
か
を
得

る
ピ
い
ふ

事

で
は
な

い
。
謹
し
得

ら
れ
る
物
は
悉
く
差
別
界

の
も
の
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。

故
に
、
「
経
云

一
切
法
以
=不
生
一爲
レ宗
、
宗
若
不
生
、
帥
無

無

生
一、
無

生
不
生
不
レ可
レ爲
謹

、
」
(同
論
二
+
入
頁
左
、
上
)

ご
い
つ
て
ゐ
る
が
、
臨
濟
録

の
「
無
修
無
讃
無
得
失
、

一
切
時
中
更
無

別
法
」
ε
比
較
し
て
妙
味
が
有

る
の
で
あ

る
。

只
、

一
切
の
衆
生
は
心
を
忘
れ
て
境

に
走
)
、
帥
ち
、
意

識
の
内
容
乃
至
樹
象
の
方
向

に
遁
を
求
む
る
が
故

に
、

如
何
に
辛
苦
し
て
も
途
に
眞

を
悟

る
事
が
出
來
な
い
o
所
謂
、
本
末
顛
倒

の
求
道
で
あ

る
。

然
し
又
、
其

の
「
本

」
ご
錐

も
、
之
を
「
求
」
む

べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
、
彼
は
之
を
、



「
本
郎
不
レ求
レ本
也
、
警
如
　金
不
ジ
求
レ金
」
(同
論
二
+
入
頁
左
、
上
)
ご
言

つ
た
。
求

め
ら
れ
る
時
、

そ
は
已
に
意
識
の
内

容

ε
な
る
か
ら
で
あ
る
。
「
修
徳
の
慧
に
非
す
」
(毒
語
註
心
経
)
ご
、
東
嶺
和
尚
も
云
う
て
居

る
。
然
る
に
「
末
」
も
亦
「
求
」

む

べ
か
ら
ざ

る
も
の
で
あ

つ
て
彼
は
こ
れ
を

「
妄
不
レ求
レ妄
也
、
讐
如
昌泥
團
不
7可
レ成
レ金
、」
同
論
二
+
八
頁
左
、
上
)
ご
戒

め
て
あ
る
。
更

に
又

「
夫
身
心
之
法
虚
候
不
實

俗
人
多
以
修
』身

少
、
而
覚
レ道
者
同
二彼
泥
團
而
覚
ジ
金
也
、
若
豹

身

心
一、帥
是
溢
者
聖
人

何
故
説
レ離
身

心
一、」
(同
論
二
+
入
頁
左
、
上
)
ご
説

い
て
ゐ
る
が
、
軍
に
身

を
鍛

へ
、

心
力
を
錬

り
、
意
志
を
強

め
る
事

が
宗
敢
本
來
の
使

命
で
は
な

い
。
身
心
脱
落

の

N
境

に
於
て
、
我

の
迷
苦
を
超
克
し
自
由
無
磯

の
洪
悦

に
酔

ふ
所

に

求
道

の
頂
極
が
あ
る
の
で
あ
る
。
此
れ
佛
数
が
滋
徳
的
立
場
や
、
乃
至
心
鑑
術

(氣
合
)
や
催
眠
術
等
ご
相
異
す

る
瓢

で
あ
る
。

故
に
聖
人
は
、
所
謂

萬
生
萬
死
、
公
正
に
し
て
私
な
く
、
法
爾
自
然
の
中
、
我
造
な
き
事
を
知

る
の
で
あ
る
。

、

次
に
彼
は
亦
、
本
際
の
理
は

一
氣

を
包
含
し
て
萬
有
を
該
入
す

る
ご
説
き
、
儒

に
お
け
る
宋
學

の
思
想

に
も
鯛
れ
、

次
に
コ

L
の
説
明
を
明
瞭

に
し
て
ゐ
る
。
彼

に
依
れ
ば
こ
の
「
一
」
は
帥
ち
佛
性

で
あ
る
。
輝
的

に
之
を
云

へ
ば
、「
自

性
」

で
あ

る
Q
故

に
「
一
」
を
識
れ
ば
萬
事
畢
れ
り
な
の
で
あ
る
。

プ

ロ
チ
ン
は
之
を

..
団
く
興
讐
ぼ
昌σq

昏
興
。

貯

9
∫

昌
山
9
目
δ
紹
9

魯
ぽ
堕
ご

(国
口
o
pα
α
●
α
.
刈
)
ご
言

つ
て
ゐ
る
o

故

に
、
「
是
以

N
帥

一
切
、

一
切
即

一
、
故
言
、

N
切
以
二
一
法
之
功
一而
成
…萬
象
一、」
(
同
論
二
+
入
頁
左
、
下
)
ご
説

い
て
ゐ

賓
藏
論
に
現
は
れ
六
儒
肇
の
思
想

七
九



費
藏
論
に
現
膿
れ
六
僧
肇
の
思
想

入
O

る
が

、
之

を

以

て
見

れ
ば
、

華

嚴

の
事

々
無

硬

観

ご
相

通
す

る
も

の
が
あ

る
の
で
あ

る
。

又

「
眞

一
萬
差
、

萬
差

眞

一
、
」
(同
論
二
+
八
頁
左
、
下
)
ピ

い

つ
て
、

そ

の
貌

を
、

海

が
千
波

を
湧
す

も

、

千
波

そ

れ
自

ら

が

海

で
あ

つ
て
、

一
切

皆

】
、

何

の
異

る
事

が
な

い
ご
し

て

ゐ

る
。

カ
ビ

ー

ル
も
之

ご
同

じ
事

を

言

つ
て

ゐ

る
。

「
河

ご
そ

の
波

ご
は

一
つ
の
水

で
あ

る
。

河

ビ
波

ご
の
間

に
何
等

の
相

異

が
あ

る
か
。
」
(鈴
木
大
拙
氏
著
、「輝
の
立
場
か
ら
」

の
中
、
(
カ
ビ
ー
ル
の
暉
)
三

三

頁
+
四
)
此

の
萬

法

】
如

の
端
的

を
、

エ
ッ
ク

ハ
ル
ト
は
左

の
如

く
言

ふ
。

声

..
H昌
Ω
o
鳥

巴
一
臣
言
碧

舞
0
8
0埴
ヰ
o
ヨ

〉
昌
09
一
8

招
置
巽
㌔
M

次

に
叉
、

彼

は
分

別
智

ご

一
切
智

を
説

明

し
て

ゐ
る
。

思

ふ
に
前

者

は
客
観

の
み
を
知

る

に
す

ぎ

な

い
。

主
観

を

知

る

ε
い

ふ
旭
、

そ

れ
は
封
象

化

さ
れ
た
主
観

で
あ

る
。

謝
象

化
以

前

の
知

る
も

の
を
知

る
の

で
は

な

い
。

從

っ
て

そ
の
智

は
、

部
分

智

で
あ

つ
て
全

禮
智

で

は

な

い
。

-

然

る
に
後

者

こ
そ
、

知

ら

る

、
も

の
を
知

る

ご
共

に
、

知

る
も

の
を

も
知

る
が
故

に
、
全

智

で

あ

る
。
彼

は
之

を

大
智

ご

い
ひ
、
無

智

ご

い
ふ
。

そ

れ
は
眞
観

知

で
あ

る
。
不
知

に
甥
す

る
知

で

な

い
事

は
勿

論

で

あ

る
。

故

に
聖

人

が
智

ゼ
説
く

も
、

そ

れ
は
迷

に
野

し
、
事

に
約

し

て
病
を
破

し
、
疑

ひ
を
除

く
爲

め
に
言

ふ
に
過

ぎ
な

い
ビ
言

ふ

の

で
あ

る
、
次

に

プ

ロ
チ

ン
の
文

を

揚
ぐ

れ
ば

】
層

明
白

に
な

る
ご
思

ふ
。

.山
σq
8
憎碧
8

嘆
①
も。壱
で
o
り・φ
。・
曽9
疑色
銑
g
博
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楊
δ
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酔
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停
冒
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碧
o
穿
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・
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O
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σq
巴
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昌
ρ

o弩

昌
Φ
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o
『
パ
8
ミ

b
o
『
げ
o
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出
2
鋤
暮

o
h
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夢
マ
ぴq
●
男
o
ぎ
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騨
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ぼ
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諾

a

。
評

包
や
百

。
乱

a

σq
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昌
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ゆ
山

①
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奮

昏
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9

・

駐

菩

。
ぎ

覚

9

一σq
・
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三
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駐
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号

。
く
o
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。
房

・
§

ω霧
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・
a

句
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詮

お

㌔
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欝

臼

冨
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津

9
ミ

ま

巴

。
h
ぎ

。
碁

・σq

9。
昌

け冨

σq
鳩
8

σq
監

8

℃
穿

器
-
鍵

ρ

匿

g

σq
ω

8

什
ぽ

。・
8

。
昌
争

鑓
爵

§

幕

。遣

(
田

・
9
α
・
α
●
。。
"

μ
悼
・)

此
慮

に
於

て
、

達

磨

の
「
不

識
」
嘘
、

ソ
ク
ラ

プ

ス
の
「
無

知
」
こ
の
比
較

が
興
昧

を
以

て
見

ら

れ

る
の

で
あ

る
。

前

者

の
「
不
識

」
は
絶

封

の
無
知

、
究
寛

で
あ

り
、
眞
實

在

の
風
光

で
あ

る
。

後

者

の
「
無

知
」
は

眞
知

へ
の
手
段
過

程

ご

し

て
見

ら

る

べ
き

で
あ

ら
う
。

手
段

こ
し

て
の
知

を

以
て
眞

知

そ

の
も

の
ご
見

る
が
故

に
虚

知

へ
堕

す

る

の
で
あ

る
。

繕

樹

は
矛

盾

の
相

に
於

て
現

は
れ

る
場
合

が
多

い
。

ウ

.ハ
ニ
シ
ヤ
ッ
ド

の
左

の
三
文

を
掲

げ

て
之

を
見

よ
う
。

、.
9

て

ぽ

.尋

。
言

。
蕊

曽

昌
。
け
ぎ
。
≦

智
℃
乱
6

ぎ
・
諺

3

甘

ぎ

。
≦
ω
謬

昌
。
ご

暮
ぎ
。
舞

冨

津

ぴ
楓

旨

乱
ωρ

ぴ
g

身

爵
巴

σq
諮
。
鍵
g

ぎ
睾

⇒

、.
(囚
昌
。葛

・
d
℃
銭

ω巴

●
。。
)

知

る
も

の
は
知

ら

す
、
見

る
も

の
は
見

な

い
の
で
あ

る
。

又
、

・.
Hけ
§

くβ

H
汁
ヨ
。
奮

景

●
H叶
一。・
貫

9
a

H
江
ω
§

詳

H
二

。・
轟

響

9
　

薮

・・』

民

犀

凶・
。
霧

詩

。
3

ξ

募

と

(H訟

q
窓
旨

巴

蔭
1

α
)

動

静

一
如
、

内

外
不

二

の
妙

境

は
、

か

、
る
矛
盾
相

に
依

つ
て
、
僅

か

に
指
唆

さ
れ
て

ゐ

る
。
又

、

.2

。
3

び
。
く
。
ヨ

。
;

。
扇

3

昌
。
二

三

ぼ

巳

亀

。

冨

ω

8

・

㈹
吋
署

&

ぼ
旦

.

(
.ω
び
。
什

d
嚇

瀞

巴

躰
」

㊤
ー

bっ
O
)

婁
臓

論
仁
覗
に
れ
,六
曾
肇
の
思
想
、

八

婦



費
藏
論
に
現
に
れ
象
曾
蜷
の
思
想

'

入
二

此

の
文

の
如

き
は
、
「
是

心
是
佛

」
「
非

心
非

佛
」
「
心
外
無

法
内

亦

不

可
得

」
等

の
表
詮

法

ビ
相
通

す

る
も

の
あ

つ
て

興
味

深

い
。

終

り

に
彼

は
亦

、
「
眞

一
」
な

る
も
の

に
は
、

色

々
の
名
字

が
あ

る
が
、

そ

れ
は
畢
覧

、
同

一
義

の
異
名

に
過
ぎ

ぬ

事
を

説

い
て
、

「
然
彼

眞

一
而
有

種

種
名
字

、

雄
レ有
種

種
名

字

、

終
同

一
義

、

或

名
出法
性

法
身
其

如
實

際
虚

察

佛

性
浬

繋
法

界

乃

至
本
際

如
來
藏

一、

而
有

=無

量

名
字

一、

是
皆
眞

一
異

名
、

同
生

=

嚥郵

、「
(
同
論
三
+
頁
右
、
上
)
ご
言

つ
て

ゐ

る
。

然

り
、

名

に
は
何

の
意
義

が
あ
ら

う

か
。

「
吾
等

が

(薔
薇

)
ご
名

づ
け

て
呼

ぷ
も

の

は
、

假
倉
、

他

の
名
を

付
す

る

こ
も
、
そ

の
も

の
は

依
然

ビ
し

て
芳

香

を
放

つ
で
あ

ら
う
o
」
(
シ
エ
ク
ス
ビ
ア
)
で
あ

る
。

プ

ロ
チ

ン
は
之
を

次

の
如

く
言

つ
た
。

..
乏

・
8
b
飢
。
ぎ

ヨ
○
お

昏
碧

仲二
「昌
程
2
民

凶♂

8

8

。。℃
$
労
鳩
ξ

ぎ
ぴq
8

。壱

「¢
ωω
碁

舞

≦
・
蕾

だ
と

(守

。践

O
.

㊤
●
沓

)

學
問
的
知
識
、
概
念
的
認
識
は
、

そ
れ
が
如
何

に
精
密
深
刻
で
あ
ら
う
ご
も
、
般
若

の
智
慧
に
向

つ
て
は
愚

に
等

し

い
。

ン
ク
ラ
プ
ス
が
眞
知

へ
の
入
門

ご
し
て
「
無
知
」
を
説

い
元
の
は
意
昧
深
き
事

で
あ
る
。

「
紳
は
世
の
智
慧
を

し
て
愚
か
な

ら
し
め
給

へ
る
に
非
す
や
」
(
パ
ウ
・
、
コ
リ
ン
ト
前
書
一
ノ
ニ
)
で
あ
る
。



第
四
章

修

爲

論

本
章

に
於

て

は
、

寳
藏

論

一
審
中

に
散

見
す

る
彼

の
修

爲

に
關
す

る
説

を

大
略

纒

め

て
見

よ
う

ε
思

ふ
の
で
あ

る
。

先

づ
曰

く
、

「
夫

日
隠

雲

中

隔、

錐
萌

而

不
レ照

、
知
藏

惑

中

噂、

錐
レ眞
而

不
γ滋

、
何
以

然
者
自

未
一出

纒

也

」
(
同
論
二
+
四
頁
右
、
下
)

之

れ
、
灘

家
何
人

も
云

ふ
所

で
あ

つ
て
、

自

性

は
本
來
清

浮

な

る
も
、

迷

妄

の
雲

に
蔽

は

れ
て
居

る
が
故

に
、

修

爲

の
第

一
段

は
、

先

づ
此

の
雲

を
…佛
ひ
去

る

べ
き
を
説

い
た

の

で
あ

る
。

叉

曰
く

、

「
夫
淡

レ道

者

,
而
不

レ貴

　於
事

、
其

人
無

跡
、
其

出

無
呂覚

了
、
舞

所

得
一、
禁
線

自
寂

、
寂

而

不
生
自

禮
無

名

、
無

名
之

朴

理
無

島外
欲

一、

恒
沙

功
徳

山麺
然
自

足
、

云

々
」
(
同
論
二
十
四
頁
左
、
上
)

之

れ
、
老
子

の
贋

謂
「
聖

人
無

レ爲
故
無

レ敗
、
無

レ取
故

無
レ失

、」
(道
徳
経
六
+
四
章
)
の
境

涯

で

、
眞
實

在

は
自

足
悦
樂

を
…以
て

そ
の
本
質

乃

至
内

性
を

な
す

事

を
説

い
た

の
で
あ

る
。

プ

ロ
チ

ン
は
云

ふ
。

●

"へ
翻

冨
①ぢ

(讐
Φ
o
器
)
搾

凶。。
闘昌
器
a

O
⊃
}o
筈
同薦

㌔

¢
田
。剛。
暮

皆
=

羅

F

零
碧
浄剛轟

き
件三
昌
σq
.
}、
(国
ま
巴

㊤
・)

自
足

す

る

も

の
は
求

む

る
所

が
な

い
。

求

む

る
は
足

ら

ぬ
か
ら

で
あ

る
。

意
欲

は
無

限

で
あ

る
。

物

に
は
限

り
が

あ

る
の

で
あ

る
。

理
想

に

は
涯

が
な

い
。

而

し

て
現

實

は
理
想

で

は
な

い
、
情
意

的

立
場
を

守

つ
て

ゐ

る
限

り

、
我

我

の
精

神
は
遽

に
安

住
す

べ
き
時

を
知

ら

ぬ
の
で

あ

る
。

費
藏
論
に
現
は
れ
六
僧
肇
の
思
想

八
三



寳
藏
論
に
現
に
れ
れ
健
肇
の
患
憩

入
四

「
風

は

お
の
が
ま

、
に
吹
く
。

汝

そ

の
膏

を

き
け

ご
何
慮

よ

り
來

り
何
慮

に
去

る
や
を
知

ら
す
。

凡
て
、

み
た

ま

に
よ

り
て
生

れ
た

る
も

の
も
此

の
如

し
」
(
ヨ
ハ
ネ
第
一
章
)

直

接
経
験

に
於

て
は

、
我
、

何

を

な
し
何

を
語

る
か
、

我
、

我
を
知

ら
す

巴
言

ふ

べ
き

で
あ

る
。

凡

て
は
塞
華

の

萬

行
で

あ

る
o

べ
蓼

メ
は
言

う

だ
o

.へ
切
o
畦
図
騨
ヨ

8
P

ぎ
o
≦
o
昂

8

"
昌
o
≦

霞
ゆ

響

壱
o
。。費
、、
(O
窪
翻

ω剛o
霧

o
鴨
冒
8
ぴ

bコ
。
。甘
ヨ
。
∩
署

・
目
H
や

ト⊃
O
)

死
す

べ
き
人

聞

の
肉
眼

を
以

て

し
て

は
、
永

劫
化

さ
れ

た

る
佛

の
大
身

を
見

る
事

は
幽
來

な

い
◎

叉

曰

く

「
心
必
有

レ情
、
情

動
爲
レ欲
、

妖
登
爲

レ精

、
精

惑
畠於

紳
剛、
欲

惑
一一於
眞

胴故

爲
〆道

者

不
レ
可
轟以
隣

髄、

夫

古
鏡

照
膨精

、

其

精
自

形
騰

山良
教
照
レ心
、
其

心
樹
H明

、」
(同
諭
二
十
四
頁
左
、
上
)

輝
宗

は
、

一
心
帥

ち
佛

心
を

見
得

せ

ん

こ
す

る
宗

旨

で
あ

る
か

ら
、

心

の
本

膿
を

極

む

る
事

が
第

一
で
あ

る
。

心

必
有
レ情

の
心
は
、
「
心
生

種

々
法
生
」
の
心

ε
共

に
、

相

翻
差
別

心

な

る
事
を
言

つ
て
、

こ
れ
を
排

し
だ

の
で
あ

る
。

叉

B

く

「
失

入
滋
之

経
、
内

虚

外
浮

、
即

永

凝

澄

萬
象

光
映

、
其
意

不
レ況

、
其

心

不
レ
津
、

不

出
不

入
、

湛
然
自

如
、

内

外
不

干
、

識
物
不
關

、

各

任
一真

一
一、
復

何

用
F言

。
」
(
同
論
二
+
五
頁
右
、
下
)

「
あ

る
が
ま

ま
」
の
境

地
を
説

い
て
盤

せ

り
と

い
ふ

べ
き

で
あ

る
。

内

在

に
非

す
、
超

非

に
も
非

す

、

内

外
未
分

の



内

、
法
爾
肖
然
で
あ

る
。
臨
濟

の
、
心
外
無
法
内
亦
不

可
得

で
あ
る
。
「
任
董
ハ
一
一」
に
至
つ
て
は

「
急
水
上
打
毬
子
」

(碧
巖
錐
第
八
十
則
)
の
句
を
想
起
せ
す
に
は
居

ら
れ
な
い
。
又

「
清
虚
理
、
畢
覧
無
身
夫
紳
遽
墾
化
者
、
其
猶
二於
龍
昇
ジ
天
、
覆
二宇
宙
一者
、
其
猶
昌於
雲
凝
一、
斯
未
レ
可
レ貴
、
斯
未

レ可
レ眞
、
若
取
レ其
爲
レ實
者
而
未
レ爲
レ遣

也
、
或
有
レ形
而
麗
、
或
有
レ語
而
辮
、
或
有
レ智
而
聰
、
或
有
レ用
而
巧
、若
取

以
爲
レ道
者
、
亦
未
レ爲
レ善
也
、
有

必
不
眞
作
必
不
レ常
、
乾
坤
壊
器
物
何
剛
」
(同
論
二
+
四
頁
左
、
上
よ
り
下
へ
)

彼

は
、
之
を
以
て
見

て
も
、
修

爲
論
に
於
て
は
、
個
人
主
義

成
立

の
客
観
的
契
機
た

る
肉
膿
も
、

そ
の
意
味

を
持

つ
事
を
是
認
し
て
ゐ
る
様

で
あ

る
。
有
限

ご
無

限
、
理
性

ご
威
情
、
義
理
ビ
人
情
等

一
切

の
疑
問
、
煩
悶
は
、
露
的

な
る
も
の
ご
、
肉
的
な
る
も
の
ご
の
劃
峙
に
基
く
事
を
示
し
て
ゐ
る
。

又
、

「
其
有
憂

レ生
悪
ジ
死
者
、
斯
不
レ悟
　一常
滅
一、
愛
レ滅
悪
レ生
者
、
斯
不
レ悟
一一常
生
一、
其
迷
悟
二
名
不
レ見
一一眞
成
取

捨
之
意
、

随
一一虚
妄
情
一故
、
常
塞
不
レ有
、
常
有
不
レ塞
、
爾
不
一和

待
一、
句
句
皆
宗
、
是
以
聖
人
随
　
有
道
有
一、
随
一一塞
滋
塞
一、

室
不
レ乖
レ有
、
有
不
レ乖
レ塞
爾
語
無

病
二
義
墜
通
云

々
」
(同
論
二
+
五
頁
、
右
、
上
よ
り
下
へ
)

こ
れ
に
於
て
、
「
室
」
の
時
は
「
塞
」
の
み
あ

つ
て
、
「
有
」
な
く
、
「
有
」
の
時
は
、
「
有
」
の
み
あ

つ
て
室
な
く

(郎
ち

常
生
)
、現
象
以
外
に
實
在
な
き
個

々
絶
封

の
相
を
説
き
、
世

の
誤
れ

る
死
生
観
を
誠

め
て
ゐ
る
。

「
爲
レ造
者
生
而
不
喜
、
死
而
不
レ憂
、
何
以
故
以
レ生
爲
レ津
、
以
レ死
爲
レ休
、
以
レ生
爲
レ化
、
以
レ死
爲
ノ眞
、故
経
日
、起
唯

賓
藏
論
に
現
に
れ
六
曾
肇
の
思
想

入
五



智
ハ藏
…論
に
現
『μ
れ
穴
僑
旧肇
の
思
想

入
六

法
起
、
一滅
誰
法
楠瀕
L
(
同
論
二
十
七
頁
左
、
下
、
二
十
入
頁
右
、
上
)

こ
れ
、
「
燈
の
生
を
好
ん
で
死
を
恐

る
・ゐ
も
の
は
惑
な
り
、
唯
眞
人
は
生
を
悦

ば
す
、
死
を
悪
ま
す
」
(荘
子
)

ご
言

つ
た
老
荘

の
死
生
観

ご
同
様

で
あ
る
が
、

ま
た
老
荘

一
涙
は
、
或
は
生
を
「
化
」
と
し
、

死
を
「
眞
」
ピ
し
た
傾
向

が
全
く
な
か

つ
た
か
ご
う
か
。
も
し
老
荘
に
こ
の
傾
き
が
あ

つ
た

ご
す
れ
ば
、
彼
は
此
威

に
於
て
も
暗
に
老
荘
を
颯

撃
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
o

そ
の
他
、
小
乗
数
的
渥
繋
、
自
殺
、

シ
ヨ
ー
ペ
ン
ハ
ゥ

エ
ル
の
厭
世
論
等
、
皆
、
彼

の
立
場
か
ら
は
是
認
せ
ら

れ

な

い
事
を
知

る
の
で
あ

る
o

輝
奪

は
之
を
、「
若

し
比
丘
あ
り
て
、
こ
の
世
に
捕
は
れ
し
者
は
未
だ
解
脱
せ
す
。
彼
の
世
に
捕
は
れ
し
者
も
亦
同

じ
o
」
ご
誠

め
ら
れ
て
ゐ
る
o

滋
元
は
、
此

の
清
息
を
次
の
・如
く
言

つ
て
ゐ
る
。

「
此

の
生
死
は
帥
ち
佛

の
お
ん
命
な
り
、

こ
れ
を
厭

ひ
捨
て
ん
ご
す
れ
ば
帥
ち
、
佛

の
お
ん
命
を
失
は
ん
ご
す

る

な
り
。
こ
れ
に
停
ま
り
て
生
死
に
著
す
れ
ば
こ
れ
も
佛
の
お
ん
命
を
失

ふ
な
り
。
佛

の
有
檬
を
止
む
る
な
り
。
厭

ふ
事
な
く
、
慕

ふ
事
な
き
、
此

の
時
始
め
て
佛

の
心
に
入
る
。
」
(
正
法
眼
藏
生
死
本
山
版
七
四
一
頁
)

「
只
生
死
師
ち
浬
薬
ビ
を
心
得

て
生
死
ご
し
て
、
厭

ふ
べ
き
も
な
く
、

浬
盤

こ
し
て
欣

ぷ

べ
き
も
な
し
。

こ
の
時

初
あ
て
生
死
を
離

る
、
分
あ
り
o
」
'輝
宗
聖
典
、
コ

○
二
頁
曹
洞
教
會
修
証
義
第
扁
章
)



散

に
彼

は
叉
百

く
、

「
是

以

聖
人

、
随

榊有
遽

有

噛、
随

昌察
道

塞
幡、

室

不
レ乖
紀有

、
有

不
レ乖
レ察

、
爾
語
無
病

、
二
義

讐

通

、
」
(
同
論
二
+
五
頁
、

窮
、
下
)

以

て
、

理

に
堕

せ
す
情

に
堕

せ
す
、

絶
樹

を
識

れ
ば
、

所
謂

心
経

の
「
室

不
異

色

(塞

不
乖

有

)
、

色

不
異
室

(有
不

乖
室

」
の
理

を
知

る

を
説

き
、
故

に

「
守
レ眞

抱
レ
一
、

不
レ染
昌外
物

嶋清
虚

太

一
,
其

何
有
レ失

、」
(同
論
二
+
五
頁
右
、
下
)
ご
説

い
て
、
内

も
な
く
外

も
な
く

主
膿

も

な
く
欝
象

も
な

き
打

成

一
片

の
境

地
を

語

つ
て
ゐ

る
。

次

に
離
微

品

に
至

つ
て
、

曰

く

「
夫

妄
有
昌所
欲

一者

、
不

観

　其

離

雫、
妄

有
　所

作
醐者

、不
レ観

二其

微

一、

不
レ鶴

翼

微

一者

、
帥
内

興
二悪

見
一、
不
F観

　其
離

噂

一濤
、
」即
外

起
二風
塵
竃
同
論
二
十
五
頁
左
、
下
、
二
十
六
頁
右
上
)

佛

に
野
す

ご
は

自
己

に
封
す

る

ご
外

な

ら
な

い
の

で
あ

る
。

故

に
、

外

に
求

め
で
依
著

あ

れ

ば
必
す
動

鼠
限

り
な

き
を
説

き
明
し

π

も

の
で
あ

る
。
此

の
清

息

を
叉

次

の
様

に
も
云

つ
て

ゐ

る
。

「
無
レ問
一瓦

肇

、
但

膚
身

中
膿

一會

眞

一
一、

何

用
一一外
覚

一、

書
夜

深
思
、

内

心
自

讃

、」
(同
論
二
+
九
頁
左
、
下
)
ご
。

叉
彼

は
、

灘

に
お
け

る
苦

行

の
目

的

を
明

か
し

て
次

の
如
く
言

つ
て
ゐ

る
。

「
若

人

不
レ達

離

微

一者

、

錐
丁復

苦
行
頭

陀
、

遠

離

盛
境

一、

断
昌貧

悉
瘍

幡、
伏

怨

成
就
畠、
経

蕪

量
劫

一終

不
レ入
二眞
塞

」

寳
藏
論
に
現
に
れ
六
曾
肇
の
思
想

入
七



寳
藏
論
に
現
に
れ
六
曾
肇
の
思
想

八
入

(
同
論
二
十
七
頁
右
、
上
)

乙
れ
に
於
て
、
我

々
は
外
道

ε
佛
敢
の
相
異
を
見
る
事

が
出
來

る
。
佛
敏

に
於
け
る
苦
行
は
、
離
微
を
知

る
爲
の

手
段

に
す
ぎ
な
い
。
故

に
、
勿
論
此

の
文
に
於
て
、
彼
も
輩
な
る
苦
行
主
義
、
軍
な
る
禁
欲
圭
義
は
探

つ
て
ゐ
な
い

事
を
知

る
の
で
あ

る
Q

然

る
に
之
ご
反
封

に
、

「
膿

一解
離
微
M者
、
雌
晶近
有
一一妄
想
習
氣
及
現
行
煩
悔
一、
薮

々
畳
一知
離
微
之
華

、
此
人
不
レ久
隔
帥
入
眞

楚
無

上
道

也
、」
(同
論
二
十
七
買
右
、
上
)
の

一
文

に
依

つ
て
、
離
微
を
知

る
も
の
は
内

剛
々
解
脱

の
境

に
、随
所

に
主
ピ
な
る
を
得

る

ご
知

る
の
で
あ

る
.、
'

ン
彼

が
修
爲
に
關
す
る
の
説
、
之
を
以
て
盤

き
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
が
、
重
復

の
恐
れ
を
避
け
ん
が
爲

め
、
以
上
を

以
て
、
そ
の
全
般
を
推
知
す

る
事

に
し
よ
う
ビ
思

ふ
。

結

論

最
後
に
、
以
上
三
章

の
各
品

の
解
繹
を
し
て
ゐ
る
が
、
之
を
簡

に
す

れ
ば
、

尊
・に
、
何
故

に
廣
照
品
ε
云
ふ
か
ε
な
ち
ば
、
所
謂
鴇
智
鑑
寛
通
し
、
慧
月
圓
照

し
て
物
理
を
包
含
し
、
萬
盤
を

虚
洞
す

乃
が
故

に
ご
い
ふ
。

噸



次
に
離
微
は
、
所
謂
眞

理
を
該
し
、
立
源
を
究
寛

し
、
實
際
、
沖
虚
本
浮
に
し
て
染
に
非
ざ

る
故

に
ご

い
ふ
。

第
三
に
、
本
際
は
所
謂
妙
理
燈
榮
、
修
に
非
す
、
性
も
ε
萬
物
を
.含
牧
し
て
ゐ
る
が
故

に
ε
言

つ
で
ゐ
る
。

此
の
故

に
、
以
上
の
三
品
を
合
し
て

一
義
を
該
牧

し
、
出
用
窮
り
な
き
を
實
藏

ご
名
づ
け
π
の
で
あ
る
。

さ
れ
ば
、

之
を
圓

か
に
す

る
も
の
は
興

一
に
合

し
、
之
聖
了
す
お
も
の
は
立
蓮
を
悟

る
。
故

に
法
界

の
如
如
を
明
め
て
大
道

の

要
を
顯
す

の
で
あ
る
。
之
を
大
膿
、
圖
を
以

て
見
れ
ば
次

の
楼
に
な
る
で
あ
ら
う
。

蕪

鱗

齢

興

饗

/

護

≒
本
際
婁
品
(相
)11
-(籍

)＼

な
ほ
、
本
論
を
通
親

し
て
そ

の
著
る
し
き
特
色
ご
し
て
我

々
の
眼
に
つ
く
事

は
、
彼

が
、

利
他
的
方
面
を
説
く
事

少
く
、
實

在
の
眞
景
ご
、

そ
し
て
そ
れ
に
至
る
修
儒

の
説
を
圭

に
説
く
事
で
あ

る
o
後
世
の
激
學
・の
如
く
、
俗
諦
を

認

む
る
の
姜
協
的
傾
向

が
見
ら
れ
な

い
事
で
あ
る
。

(以
上
)

O

昭
奨

葦

仲
秋
為
期
し
て
獲
行
す
る
藻
定
で
あ
つ
れ
輝
學
硯
究
第
八
號
に
、
種
々
の
事
情
の
爲
に
甚
だ
逞
延
致
し
ま
し
六
事
為
讃
者
諸
賢
に
厚
く
お

詑

び
ず

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

特
に
急

い
で
原
稿
為
戴

い
大
旛
島
先
生
並
に
柴
野
先
生

に
お
詑
び
す
ろ
次
第
で
あ
り
ま
す
。

(
編
輯
室
)

貿
藏
論
に
現
は
れ
六
曾
肇
の
思
想

入
九


